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課題番号：２００７ Ｇ ２３ 

レリックジルコンの微量元素組成にもとづく蛇紋岩メランジの構造岩塊の原岩推定 

 

 西彼杵変成岩類は、九州西部に分布する低温高圧変成帯で(図１)主に変堆積岩と少量の

蛇紋岩メランジから成る。その西南日本弧の変成帯との帰属関係は不明で、三波川帯に対

比する説、三郡帯に対比する説、独立した変成帯とする説などが提唱されている(広川, 1976

）。本研究は、この問題に対して西彼杵変成岩類の原岩年代からの制約を与えることを目的

とし、蛇紋岩メランジの構造岩塊として産するヒスイ輝石岩中のレリックジルコンの微量

成分組成と U-Pb 年代を LA-ICP-MS で測定した。 

 

 
図１ 西南日本の主な低温高圧変成帯 

(Nishimura, 1989 を簡略化) 

 

 
図２ ジルコンの Th/U 比および 238U-206Pb 

年代のヒストグラム 

 ヒスイ輝石岩中のジルコンは、EDS 観察

から組成的に均質なもの(H-type)、自形累

帯構造を示すもの(Z-type)、割れ目に沿っ

た変質を示すもの(C-type)に分類される

。H-type と Z-type 核部は高い Th/U 比

(0.5-1.0)と古い年代(120-130 Ma)で特徴

づけられる。Z-type 縁部と C-type は低

い Th/U比(0.0-0.5)と若い年代(100-110 Ma

および 80-90 Ma)を持つ(図２)。H-type と

Z-type 核部の REE パターンには Eu 異常が

見られず、LREE から HREE まで比較的急な

傾斜を示す(図３)。微量元素組成の特徴は

、玄武岩中のジルコンに類似している

(Belousova et al., 2002 による)。 

 以上の結果から、次の結論が導かれた。 

(1)ヒスイ輝石岩の原岩は火成岩であり、沈

み込むスラブに由来する玄武岩である

可能性が高い。 

(2)原岩の形成年代は 120-130 Ma である。 

(3)ジルコン縁部の年代(100-110 Ma および

80-90 Ma)は変成作用時のオーバーグロ

ースの年代である。 

(4)原岩年代は三郡帯の K-Ar 年代より若く

、西彼杵変成岩類=三郡帯説は否定され

る。 



 

図３ ジルコンの REE パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


